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H5.9.1現

H4.9.1現

H3.9.1現

H2:9.1現

人のうごき
(平成7年日月 l日現在)

世帯数 551? 

男子 741人

女子 735人

計 1，494人

1， 526 (ム 32)

1，566 (ム 72)
1，641 (ム147)
1， 694 (ム200)

1. 722 (ム228)
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九
月
十
五
日
(
金
)
、
今
年
も
村
内
一
ヶ
所
、

河
辺
中
学
校
体
育
館
に
お
い
て
敬
老
の
式
典

お
よ
び
敬
老
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年

は
敬
老
者
五
百
二
名
に
ご
案
内
を
申
し
上

げ
、
二
百
六
十
一
名
の
出
席
が
あ
り
ま
し

た
。
こ
の
う
ち
八
十
歳
以
上
の
高
齢
者
百
八

名
の
方
に
は
敬
老
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
し
た
。

式
典
に
お
い
て
は
、
ま
ず
十
七
名
の
物
故

者
に
対
し
て
黙
麗
を
揮
げ
た
後
村
長
式
辞
が

あ
り
、
記
念
品
贈
呈
に
移
り
、
ま
ず
米
寿
者

は
横
山
の
上
田
ツ
グ
ヨ
さ
ん
外
七
名
の
方
々

に
県
知
事
か
ら
木
杯
、
村
長
か
ち
は
記
念
品

が
贈
ら
れ
、
続
い
て
最
高
齢
者
は
上
大
成
の

冨
永
ヲ
チ
エ
き
ん
で
九
十
九
歳
に
な
ち
れ
、

村
長
か
ら
記
念
品
が
、
ま
た
、
九
十
歳
以
上

の
方
は
植
松
の
大
野
ミ
サ
ヲ
さ
ん
外
十
三
名

に
も
記
念
品
が
、
最
後
に
今
年
六
十
五
歳
の

方
に
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
長
よ
り
益
々
の

ご
長
寿
を
祈
念
し
て
白
南
天
の
箸
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

式
終
了
後
は
、
敬
老
会
に
移
り
、
内
子
高

校
郷
土
芸
能
都
に
よ
る
太
鼓
の
演
奏
に
始
ま

り
、
婦
人
会
及
び
、
ふ
る
さ
と
劇
団
ま
た
、

有
志
の
方
々
の
演
芸
が
盛
大
に
催
さ
れ
ま
し

た
。
関
係
者
の
方
々
、
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

く最高齢者の上大成の富永ヲチエさんとその家族>

趣
味
を
た
ず
ね
ら

れ
「
読
書
」
と
答
え

る
入
は
多
い
。
足
を

運
ぶ
た
び
に
新
刊
書

で
庖
頭
が
賑
わ
う
。

そ
れ
で
い
て
活
字
離

れ
が
危
慎
さ
れ
る
と

は
、
不
思
議
な
現
像
で
あ
る
。
目

立
つ
の
が
電
話
注
文
だ
そ
う
だ
。

大
江
健
三
郎
さ
ん
は
、
母
親
よ

り
「
ハ
ッ
ク
ル
ベ
リ

i
・
フ
ィ
ン

の
官
険
』
「
ニ
ル
ス
・
ホ

l
ゲ
ル

ソ
ン
の
不
思
議
な
旅
』
の
二
冊
の

本
を
与
え
ち
れ
た
の
を
機
会
に
、

二
年
間
で
公
民
館
の
書
物
を
全
部

読
み
終
え
た
。

母
親
は
、
公
民
館
へ
出
か
け
本

棚
か
ら
任
意
に
本
を
取
り
出
し
、

内
容
に
つ
い
て
質
問
さ
れ
た
と
い

う
。
答
え
ら
れ
な
い
で
い
る
と
「
ど

う
い
う
目
的
で
読
む
の
か
、
一
ペ
ー

ジ
読
ん
で
す
ぐ
忘
れ
ら
れ
る
な

ら
、
そ
れ
は
自
分
の
忘
れ
る
能
力

を
訓
練
す
る
た
め
か
」
と
。
そ
れ

か
ら
、
本
を
読
み
終
わ
る
と
カ
ー

ド
を
と
る
よ
う
に
な
っ
た
そ
う
で

あ
る
。
「
読
む
こ
と
は
書
く
と
一
一
一
日
う

こ
と
、
書
く
と
は
生
き
る
こ
と
。
」

O
Oを
与
え
る
も
よ
し
、
禁
ず

る
も
よ
し
、
親
が
思
い
通
り
に
実

行
す
る
の
が
家
庭
教
育
だ
と
思

う
。
夜
も
長
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

あ
な
た
の
趣
味
は
、

•• 

ゃねばし

(
大
本
)



河
辺
村
議
会

定
例
会
終
わ

(2) 

第
三
回

平成7年10月 2日

平
成
七
年
第
三
田
河
辺
村
議
会

定
例
会
は
、
九
月
二
十
三
日
招
集

さ
れ
ま
し
た
。
ま
ず
山
本
議
員
、

梅
木
議
員
、
清
水
議
員
よ
り
一
般

質
問
が
あ
り
、
引
き
続
き
村
長
提

案
の
、
報
告
一
件
、
議
案
五
件
、

認
定
五
件
、
同
意
一
件
が
慎
重
審

議
の
う
え
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
中
園
及
び
フ
ラ
ン
ス
の

核
実
験
に
抗
議
し
、
即
時
中
止
を

求
め
る
決
議
に
つ
い
て
が
、
議
員

提
案
さ
れ
、
全
会
一
致
で
決
議
さ

れ
ま
し
た
。

議
決
さ
れ
ま
し
た
一
般
会
計
補

正
予
算
は
、
既
定
の
歳
入
歳
出
予

算
の
総
額
に
各
々
一
六
四
、
六

O

九
千
円
が
追
加
さ
れ
、
歳
入
歳
出

各
々
二
、
二
一
八
、
八
一
三
千
円

と
な
り
ま
し
た
。

補
正
予
算
の
主
な
も
の
は
、

総
務
費
患
者
輸
送
車
購
入
七
、
五

C
C千
円

村
営
無
償
パ
ス
購
入
五
、

0
0
0千
円

民
生
費
金
婚
式
記
念
式
典
経
費
一
、

0
0
0千
円

高
齢
者
住
宅
整
備
事
業
六

0
0千
円

衛
生
費
村
民
の
健
康
デ
ー
タ
バ
ン
ク
事
業

て
九
C
六
千
円

Jてわカ=第 109号

土
木
費

る

県
道
改
良
舗
装
負
担
金

教
育
費
高
森
域
社
整
備
事
業
二
、

0
0
0千
円

災
害
復
旧
費

農
地
農
業
用
施
霞
三
、
八
八
二
千
円

道
路
橋
梁
河
川
八
五
、
八
六

O
千
円

な
ど
が
補
正
き
れ
ま
し
た
。

平
成
六
年
度
河
辺
村
各
会
計
の

決
算
は
、
賛
成
多
数
で
認
定
さ
れ

ま
し
た
。
パ
プ
ル
崩
壊
に
伴
い
、

長
期
化
す
る
不
況
に
よ
り
一
段
と

厳
し
い
中
で
、
懸
命
に
豊
か
な
村

一
O
、八
O
O千
円

単位:円

会計別 歳入額 歳出額 差ヲ|残額

般 t23込C 計 2，255，149，101 2，176，994，107 78，154，994 

国民健康保険事業 172，814，652 163，914，529 8，900，123 

国民健康保険施設 115，395，696 115，251，073 144，623 

を 人 保 健 225，351，416 219，874，849 5，476，567 

簡易水道事業 机山口上 20旦 612 332，038 

各会計の財政収支の状況

造
り
に
取
り

組
ん
で
参
っ

た
決
算
で
あ

り
、
そ
の
概

要
は
次
の
と

お
り
で
す
。

単位:円

区 分 前年度末現在高 年度中増減額 年度末現在高

一般会計財政調整基金 315，249，000 315，249，000 

層保事業勘定財調基金 9，445，000 2，500，000 11，945，000 

土地開発基金 64，000，000 ! 64， 000， 000 

滅 債 基 金 27，405，000 ムム533，000 22，872，000 

ふ る さ と 基金 117，505，000 7，372，000 124，877，000 

地域福右上基金 97，870，000 97，870，000 

由民年金印紙購入茎全 4，400，000 4，400，000 

修学制保護者貸付金 23，780，000 1，620，000 25，400，000 

農林業振興資金基金 30，000，000 30，000，000 

ふるさと・水と土保全基金 6，000，000 110，000 6，110，000 

ぷ口与 計 695，654，000 7，069，000 702，723，000 

基金の状況

単位:円

款 収入済額
対収入

款 支出済額
対歳出

合計%I! 合計%

村 税 54，365，890 2.4 !議会費 49，891，133 2.3 

地方譲与税 32，675，000 1.4 総務費 472，838，414 21. 7 

利子割交付金 3，206，000 0.1 民生費 123，945， 623 5.7 

自動車取得税交付金 18，719，000 0.8 衛生費 49，366，882 2.3 

地方交付税 1，263，242，00。56.0 農林業費 295，845，569 13.6 
分担金及び負担金 19，857，727 0.9 商工費 3，048，586 0.1 

使用料及び手数料 9，260，867 0.4 |土木費 334，780，909 15.4 

国庫支出金 240，834，837 10.8 消防費 37，557，525 1.7 

Z支出金 223，527，995 9.9 教育費 204，912，032 9.4 

財産収入 13，552，856 0.6 災害復旧費 193，095，500 8.9 

繰 入 金 111， 658，000 5.0 公債費 411，711，934 18.9 

繰 越 金 57，751，132 ! 2.6 

諸 収 入 7，697，797 0.3 

村 債 198，800，000 8.8 

歳入合計 2，255，149，1011100.0 i歳出合計 2，176，994，107 100.0 

一般会計歳入歳出の決算状況

ま
た
、
当
日
は
人
事
案
件
と

し
て
「
教
育
委
員
の
任
命
に
つ

き
同
意
を
求
め
る
ご
と
に
つ
い

て
」
が
提
案
さ
れ
、
本
田
八
千

代
女
史
(
四
十
九
歳
)
日
北
平

川
新
人
そ
教
育
委
員
に
任
命
す

る
こ
と
に
つ
い
て
満
場
一
致
で

同
意
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
七
年
度
の
成
人
式
が
、
八

月
十
四
日
に
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
の
新
成

人
は
、
昭
和
五
十
年
四
月
二
日
〈
J

昭
和
五
十
一
年
四
月
一
日
生
ま
れ

の
男
子
十
一
名
、
女
子
十
二
名

で
、
そ
の
う
ち
出
席
者
は
十
五
名

で
し
た
。

成
人
者
の
皆
さ
ん
、
成
人
式
を

迎
え
、
自
分
な
り
に
決
意
し
た
こ

と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
c

今
の
気

持
ち
を
大
切
に
し
て
、
夢
の
実
現

に
向
か
っ
て
、
ヤ
ン
グ
パ
ワ
ー
で

頑
張
っ
て
下
さ
い
。

~夢に向かつて類け~
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一り一

一

'P、
一

恒

例

に

な

づ

た

夏

一

a信
州
一
の
イ
ベ
ン
ト
「
ふ
る

一
回
国
一
さ
と
祭
り
」
が
八
月

一

4
一
十
四
日
、
ふ
る
さ
と

一
』
品
回
一
公
園
に
お
い
て
僅
さ

一

.
j

一
れ
、
帰
省
さ
れ
た

一
声
色
一
人
々
と
共
に
、
村
民

一

も

一

が

一

体

と

な

り

、

に

一
事
ぬ
一
ぎ
わ
い
を
見
せ
た
一

/
/
/
一
日
で
し
た
。

午
後
四
時
か
ら
夜
市
と
カ
ラ
オ

ケ
大
会
予
選
が
ス
タ
ー
ト
し
、
二

十
五
名
の
出
場
者
が
各
々
自
慢
の

歌
を
熱
唱
さ
れ
、
五
名
の
方
が
決

選
大
会
に
進
ま
れ
ま
し
た
。

プ
ロ
歌
手
の
星
奈
々
さ
ん
と
手

柄
ま
す
み
さ
ん
の
審
査
す
る
な

か
、
堂
々
と
五
名
の
方
が
歌
唱
力

を
競
い
合
っ
た
結
果
、
大
洲
市
在

住
の
藤
井
知
子
さ
ん
が
「
飢
餓
海

峡
」
を
歌
わ
れ
て
、
見
事
最
優
秀

大
盛
況

わカλ平成7年10月 2日(3) 

に
輝
き
ま
し
た
。

納
涼
盆
お
ど
り
大
会
は
、
谷
聞

に
こ
だ
ま
し
た
太
鼓
の
音
に
合
わ

せ
て
扇
子
お
ど
り
、
里
帰
り
客
と

共
に
輪
に
な
っ
て
盛
況
だ
っ
た
河

辺
音
頭
で
祭
り
気
分
は
最
高
潮
。

続
い
て
は
、
歌
謡
シ
ョ

1
で
、
テ

レ
ピ
で
お
馴
り
み
の
星
奈
々
さ

ん
、
手
柄
ま
す
み
さ
ん
の
歌
声
に

〉
つ
っ
と
り
〆
。

祭
り
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
は
、
何
と

い
っ
て
も
河
辺
の
花
火
。
山
々
に

こ
だ
ま
し
。
腹
の
底
に
ズ
シ
リ
と

響
く
あ
の
音
は
、
今
で
も
忘
れ
ら

れ
ま
せ
ん
。

終
日
、
雨
が
降
っ
た
り
、
止
ん

だ
り
の
繰
り
返
し
で
、
天
気
が

は
っ
き
り
と
し
な
い
一
日
で
し
た

が
、
無
事
、
滞
り
な
く
終
了
で
き

ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。尚
、
カ
ラ
オ
ケ
大
会
の
入
賞
者

は
次
の
と
お
り
で
す
。

~熱唱dれました~

最
優
秀
賞
藤
井

優
秀
賞麓

熱
演
賞清
水
久
保
森
岡

照
義
(
大
洲
市
)

政
善
(
大
洲
市
)

千
景
(
肱
川
町
)

知
子
(
大
洲
市
)

八
千
代
(
松
山
市
)

か
龍
馬
は
脱
藩
し
て
大
き
く
な
っ
た
u

平
成
七
年
九
月
十
日
(
日
)
。
今

に
も
泣
き
だ
し
そ
う
な
曇
一
り
空
の

も
と
、
県
内
は
も
と
よ
り
、
大

阪
、
京
都
、
高
知
か
ら
集
ま
っ
た

坂
本
龍
馬
フ
ァ
ン
二
百
十
名
の

方
々
は
、
出
立
式
の
開
会
を
今
や

遅
し
と
待
っ
て
い
た
。

予
定
よ
り
十
五
分
遅
れ
で
始

ま
っ
た
開
会
式
で
は
、
今
年
の
龍

馬
役
の
鈴
木
博
(
松
山
市
水
道

局
)
・
武
智
仁
(
タ
ケ
チ
ヒ
ト

ミ
、
松
山
水
道
局
)
二
名
の
方
の

紹
介
が
行
わ
れ
、
昨
年
に
続
き
、

女
性
龍
馬
が
誕
生
し
た
。
又
、
今

回
参
加
者
の
最
高
齢
者
(
石
水
芳

太
・
八
十
三
歳
)
に
よ
る
完
全
踏

破
宣
誓
を
し
て
頂
き
、
そ
の
後
、

A

コ
l
ス
参
加
者
百
四
十
名
が
マ

イ
ク
ロ
バ
ス
五
台
、
キ
ャ
ラ
バ
ン

一
台
、
ラ
イ
ト
バ
ン
一
台
に
分
乗

し
て
出
発
地
点
・
榎
ケ
峠
へ
と
出

発
し
た
。

今
年
の
コ

l
ス
は
、
昨
年
ま
で

歩
い
て
い
た
水
ケ
峠

1
泉
ケ
峠
の
間

を
本
来
の
脱
藩
の
道
で
あ
る
山
道

を
歩
い
て
も
ら
お
う
と
二
路
線
約

一
・
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
新
た
に
整

備
し
、
よ
り
一
層
、
趣
の
深
い
も

の
と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
の
終
盤
に
さ
し
か
か

り
、
大
半
の
参
加
者
が
公
園
に
帰

り
着
い
た
頃
、
と
う
と
う
大
き
め

の
雨
粒
が
落
ち
始
め
、
泉
ケ
峠
付

近
を
歩
い
て
い
た
一
部
の
参
加
者

の
方
々
は
、
幸
か
不
幸
か
脱
藩
の

道
初
の
雨
に
遭
遇
し
た
。
そ
の
雨

も
短
期
間
で
止
み
、
今
年
の
わ
ら

じ
で
歩
こ
う
坂
本
龍
馬
脱
藩
の
道

も
無
事
幕
を
閉
じ
た
。
今
回
の
イ

ベ
ン
ト
に
協
力
し
て
頂
い
た
方
々

県営住宅大洲東団地入居者募集

1.募集対象建物概要

に
は
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
と

共
に
、
来
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

2. 申込受付期間

平成7年10月16日侭)-----10月初日倹)8 : 30~ 17 : 00 

3.申込書受付場所及び問い合わせ先

愛媛県大訓庁舎建設部建築指導課

大洲市田口甲425番地1宮 (0893)24-5121

4.抽選日時

平成7年11月15日制午後l時30分

(於)愛媛県大洲庁合3階会議室

5.入居予定日

平成7年12月15日幽
~ああ、しんど/~
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愛
媛
ス
ポ
レ
ク
祭
部
喜
多
郡
大

会
が
、
九
月
三
日
五
十
崎
町
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
あ
い
に
く
、
雨

天
の
た
め
、

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
が
十

日
に
延
期
と
な
っ
た
も
の
の
、
河

辺
か
ら
は
、

ノ1

レ

ボ

ノレ

男

子
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
婦
人
一
部
、

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、

バ
ド
ミ
ン
ト
ン

の
男
・
女
が
出
場
し
ま
し
た
。
こ

の
大
会
で
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
女
子

が
、
二
位
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
九
月
十
九
日
長
浜
町
に

お
い
て
、
管
内
大
会
の
軽
ス
ポ
l

ツ
の
部
が
行
わ
れ
、
本
村
か
ら
は

ク
ロ
ッ
ケ

l
と
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
が

出
場
し
ま
し
た
。

イ
し
メ
デ
ィ
ア
カ
に
つ
い
て
は
海

く
も
2
敗
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

ク
ロ
ッ
ヶ
ー
に
つ
い
て
は
、
植

松
ク
ラ
ブ
が
一
般
の
部
で
二
位
に

な
り
ま
し
た
。
植
松
ク
ラ
ブ
は
、

第 109号

十
一
月
五
日
に
行
わ
れ
る
県
大
会

に
出
場
し
ま
す
。

九
月
二
十
日
河
辺

中
学
校
グ
ラ
ン
ド
に

お
い
て
、
喜
多
郡
老

人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の

ク
ロ
ッ
ケ

1
大
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

は
ピ
め
に
、
開
会

式
が
あ
り
、
来
賓
と

し
て
来
ら
れ
た
大
野

村
長
よ
り
各
町
村
の

選
手
全
員
に
暖
か
い

励
ま
し
の
言
葉
が
あ

り
ま
し
た
。
開
会
式

終
了
後
、
三
十
二

チ
l
ム
が
参
加
し
て
、

予
選
リ

1
グ
が
繰
り

広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

試
合
結
果
は
次
の

と
お
り
で
す
。

優

勝

五

十

崎

A
チ
l
ム

準
優
勝
程
内
チ

l
ム

第
三
位
大
和
チ
1
、

郡老連クロッケ一大会

~がんばることを誓います~

憲章 = 
?山内叫輪

皆:込山霊式
さ;用構
んの?
~甲

二
輪
式
電
動
車
椅
子
を
ご
利
用

の
皆
さ
ん
、
道
路
を
通
行
す
る
場

合
、
道
路
交
通
法
で
歩
行
者
と
同

じ
右
側
通
行
と
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
の
で
、

し
っ
か
り
ル
!
ル
を
守

り
、
気
を
つ
け
て
運
転
す
る
よ
う

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

一
こ
の
夏
、
里
帰
り
し
て
、
先
が
あ
り
、
な
か
で
も
一
番
印
象
叫

伽
祖
の
墓
参
り
し
、
ふ
る
さ
と
の
に
残
っ
て
い
る
の
は
、
私
自
…

一
山
河
を
駆
け
巡
り
、
又
、
な
つ
身
、
坂
本
龍
馬
の
フ
ァ
ン
で
あ
…

川
か
し
い
人
と
の
出
逢
い
「
一
期
る
の
で
、
「
坂
本
龍
馬
脱
藩
の
叫

一
会
」
人
と

1
I
l
l
i
-
-
-
i
l
l
i
l
i
-
-
-ー
道
」
を
歩
い

山
人
と
の
出
逢
一

i1Auf-~プ之
j
一
て
、
と
て
も
山

…
い
に
よ
り
、
一

F
J十議
離

一

感

動

と

喜

び

一

一
私
は
、
長
年
、
一
一
一
日
¥
霊
感
際
認
識
ぺ
誠
一
を
覚
え
ま
し
一

一

ふ

る

さ

と

を

一

ト

九

一

瞬

警

鱒

盛

一

た

。

一

川

離

れ

て

い

る

一

に

¥

る

で

議

離

一

そ

し

て

、

一
本
孝
一
へ
JF一
一
一

jJ吟
一
九
一
域
機
際
幽
圃
一

川
た
め
、
河
辺
一
議
一
戸
¥
川
一
一
一
論
議
盤
調
一
私
が
い
つ
も
叫

の

こ

と

を

知

一

一

思

っ

て

い

る

伽

る

機

会

が

あ

一

一

こ

と

は

、

こ

一

ま

り

あ

り

ま

一

む

一

ん

な

素

晴

ら

…

川

せ

ん

で

し

た

一

期

王

一

し

い

景

色

の

仙

川

が

、

こ

の

た

一

ご

一

将

劃

一

あ

る

河

辺

村

一

-

P

U

M

-

-

一

山

び

、

公

民

館

一

:

市

相

一

を

一

目

で

見

…

一

と

師

山

劇

一

川

の

お

か

げ

を

一

ミ

-

一

相

リ

将

一

渡

す

こ

と

の

叩

叩

持

ち

ま

し

一

3ι

品

中

悌

一

で

き

る

展

望

山

一

ア

a
島

1

一

伽

川

て

、

沢

山

の

一

之

印

一

台

が

あ

れ

ば

川

川

河

辺

村

の

新

一

》

ぷ

一

と

思

っ

て

い

一

聞

を

送

っ

て

一

一

ま

す

。

一

項

き

、

最

近

「

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
L

最
後
に
、

川
の
河
辺
の
事
情
を
知
る
こ
と
が
よ
り
も
っ
と
河
辺
が
発
展
す
る
…

…
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
河
辺
こ
と
を
心
よ
り
願
っ
て
い
ま
叫

伽

村

の

人

々

の

力

に

よ

り

、

見

事

す

。

町

一

に

道

路

が

抜

け

、

様

々

な

発

展

…
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松
山
空
港
の
国
際
線
開
設
に
伴

い
、
海
外
旅
行
者
も
増
加
し
、
海

外
が
一
層
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
家
族
や
職
場

な
ど
で
海
外
旅
行
に
出
か
け
る
機

会
も
増
え
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

現
地
で
体
調
を
崩
し
、
帰
国
の

際
、
検
疫
所
で
検
査
を
受
け
る
人

も
い
ま
す
。
上
下
水
道
な
ど
の
整

備
さ
れ
て
い
な
い
園
へ
旅
行
す
る

場
合
は
、
生
水
は
飲
ま
な
い
よ
う

に
、
生
物
生
焼
け
の
も
の
は
、
で

き
る
だ
け
食
べ
な
い
よ
う
に
す
る

な
ど
食
生
活
に
は
十
分
注
意
し
て

下
さ
い
。

大
感
染
症
情
報

手
足
口
病
が
今
夏
流
行
し
て
い

ま
し
た
が
、
減
少
し
て
い
ま
す
。

o
一
隻
か
ぜ
症
候
群
・
:
二
一

1
五
日

間
、
熱
の
持
続
す
る
例
が
増
加
し

て
い
ま
す
。

O
幅
吐
下
痢
症
:
・
横
ば
い
状
態
。

日
本
脳
炎
の
発
生
は
現
在
の
と
こ

ろ
あ
り
ま
せ
ん
が
、
日
本
脳
炎
は

後
遺
症
が
残
る
場
合
も
多
い
病
気

で
す
の
で
、
健
康
管
理
に
努
め
る

と
と
も
に
、
蚊
に
刺
さ
れ
な
い
よ

う
に
気
を
つ
け
て
下
さ
い
。

カ
乳
幼
児
の
や
け
ど
を
予
防
す
る

ポ
イ
ン
ト

①
乳
幼
児
が
一
人
で
お
風
呂
場
に

平成 7年10月2日(5) 

入
ら
な
い
よ
う
に
す
る
。
浴
槽

の
フ
タ
は
、
し
っ
か
り
し
た
も

の
を
選
ぶ
。
(
水
事
故
防
止
)

②
ポ
ッ
ト
は
安
定
性
の
あ
る
も
の

で
、
倒
れ
て
も
お
湯
が
流
れ
出

な
い
も
の
を
選
ぶ
。
乳
幼
児
の

手
の
届
く
所
に
置
か
な
い
。

③
カ
ッ
プ
ラ
ー
メ
ン
は
乳
幼
児
の

見
て
い
な
い
所
で
作
り
、
容
器

は
手
の
届
か
な
い
所
に
置
く
。

④
炊
飯
器
も
熱
い
湯
気
が
や
け
ど

の
原
因
に
な
る
の
で
、
乳
幼
児

の
手
の
届
か
な
い
所
に
置
く
。

⑤
電
気
の
プ
ラ
グ
を
差
し
込
ん
だ

ま
ま
に
し
て
お
か
な
い
。
通
電

し
た
プ
ラ
グ
を
乳
幼
児
が
な
め

ま
わ
し
、
唇
に
深
い
や
け
ど
を

負
う
事
故
が
意
外
に
多
い
。

す
『
手
当
て
』
人
は
身
体
に
傷
害

を
受
け
た
時
、
痛
み
や
不
快
感
を

感
ピ
た
時
に
本
能
的
に
そ
の
部
分

に
手
を
当
て
ま
す
。
こ
の
無
意
識

の
う
ち
に
行
う
行
為
を
他
者
が
代

わ
り
に
行
う
こ
と
が
子
当
て
で
あ

り
、
医
療
行
為
の
始
ま
り
で
す
。

手
を
患
部
に
当
て
る
こ
と
は
、
異

常
を
探
し
た
り
、
痛
み
を
除
く
治

療
行
為
で
あ
り
、
患
者
に
心
の
平

安
を
与
え
る
癒
し
の
技
に
も
な
り

ま
す
。

に
廿
ヰ
三
十
ノ
く
認
定
農
業
者
制
度
を
ス

ゲ
/
?
1
1
1レ
宇
品

1
〉

h
ん
C

こ
の
制
産
は
、
自
ら
の
創
意
工

ウ
ル
グ
ア
イ
・
ラ
ウ
ン
ド
農
業
夫
に
よ
り
農
業
経
営
の
改
善
を
計

合
意
に
よ
る
新
た
な
国
際
環
境
と
画
的
に
進
め
よ
う
と
す
る
農
業
者

近
年
の
農
業
の
担
い
手
不
足
に
対
を
村
が
将
来
に
向
げ
、
農
業
経
営

処
す
る
た
め
、
農
業
経
営
基
盤
強
の
担
い
手
と
し
て
認
定
し
、
こ
れ

化
促
進
法
が
平
成
五
年
八
月
に
施
ら
の
認
定
農
業
者
に
対
し
て
、

行
さ
れ
、
総
合
的
な
農
業
制
度
、
村
、
農
業
委
員
会
、
農
協
、
普
及

施
策
の
見
直
し
と
再
構
築
を
打
ち
セ
ン
タ
ー
等
が
一
丸
と
な
っ
て
、

出

し

ま

し

た

。

支

援

占

そ

し

て

い

こ

う

と

い

う

も

の

本
村
で
は
同
誌
に
基
づ
き
、
経
で
す
。

営
感
覚
に
優
れ
た
効
率
的
か
つ
安
経
営
規
模
の
拡
大
、
集
約
化
、

定
的
な
経
営
体
の
育
成
を
図
る
た
複
合
化
な
ど
、
魅
力
あ
る
農
業
経

め
、
魅
力
あ
る
農
業
経
営
の
目
標
営
を
目
指
し
て
い
る
皆
さ
ん
、
役

を
示
し
た
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
場
地
域
振
興
課
ま
で
お
気
軽
に
ご

進
基
本
構
想
を
策
定
し
、
同
構
想
相
談
下
さ
い
。

ふ
o
ふ
0
0
冊
。
寺
ふ
oふ
o
ふ
o
ふ
0
4
0
ふ
o
為
。
ふ
o
争
ふ
oふ
?
ー
す
ふ
oふ
oふ
o
ふ
o
みよ
o
ふ
o
ふ
o
ふ
り
ふ
o
ふ
o

枝
打
機
を
二
台
購
入
し
ま
し
た
。

総
事
業
費
は
千
八
百
四
十
三
万

円
で
、
そ
の
う
ち
四
五
%
が
国
庫

補
助
金
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

農
林
業
基
盤
整
備
の
た
め
、
こ

の
機
械
を
有
効
に
活
用
し
て
農
林

業
の
機
械
化
を
図
り
た
い
と
思
い

ま
す
。な
お
、
自
動
枝
打
機
の
利
用
に

つ
い
て
は
、
森
林
組
合
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ご
存
じ
で
す
か

認
定
農
業
者
制
度

農
林
業
基
盤
整
備
用

機

械

購

入

平
成
七
年
度
山
村
振
興
等
農
林

漁
業
特
別
対
策
事
業
に
よ
り
、
村

直
営
工
事
用
重
機
の
パ
ッ
ク
ホ
ウ

(
0
・
四
五
3
m
)

を
、
ま
た
森
林
組

合
が
事
業
主
体
と
な
り
、
林
内
作

業
車
道
開
設
用
重
機
の
小
型
パ
ッ

ク
ホ
ウ

(
0
・一

o
d
)
と
自
動

パックホウ (0.45m')

小型パックホウ (0.10m') 

イ
ベ
ン
ト
情
報

⑨
健
康
文
化
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

十
月
二
十
八
日
(
土
)

@
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー

女
健
康
づ
く
り
講
演
会

講
師
三
遊
亭
円
懇
先
生

公
文
化
協
会
発
表
会

会
健
康
家
庭
表
彰

す
お
楽
し
み
抽
選
会

食
青
空
市

寸
婦
人
会
バ
ザ
ー

カ
も
ち
ま
き

@
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

交
幼
・
小
・
中
・
一
般
作
品
展

背
骨
量
測
定
・
体
脂
肪
測
定

大
影
滞
先
生
に
よ
る
歯
科
検
診

会
へ
ル
シ

l
献
立
展

す
健
康
器
具
展

@
集
出
荷
場

大
農
林
物
産
展

会
農
林
機
具
即
売
会

⑨
河
辺
人
権
の
つ
ど
い

十
一
月
八
日
(
水
)

場

所

河

辺

中

学

校

交
公
開
授
業

会
身
元
調
整
お
断
り
ス
テ
ッ

カ
ー
の
デ
ザ
イ
ン
入
賞
者
表
彰

カ
意
見
(
作
文
)
発
表

す
人
権
標
語
発
表

大
講
話
及
び
手
話
落
語



(6) 

肱
川
流
域
(
大
洲
・

k
l
喜
多
郡
)
の
豊
か
な
自

F
、
然
・
景
観
を
撮
影
し
た

Era-
写
真
を
募
集
中
で
す
。

z

d

H

応
募
要
領

H

ン

@

応

募

方

法

①

作

品

可
4

『

名

②

氏

名

③

住

所

.
h

④
電
話
番
号
⑤
撮

S
E

影
場
所
、
年
月
日
⑥

オ
作
品
の
コ
メ
ン
ト
を
ご

7

f入
!
?
ぇ
、
ご
送
付

回
脂
島
下
・
さ
い
ト

担

叫

・

受

付

期

間

平

成

七

湿
訓
年
十
月
一
日
か
ら
十
一

H
H

月
三
十
日

H

M

@

作

品

・

サ

イ

ズ

罰
則
一
は
四
切
、
ワ
イ
ド
四

!
l
i
L
切
。
・
白
黒
、
カ
ラ
ー

い
ず
れ
も
可
。
・
写
真
一
枚
数
は
一

人
五
枚
ま
で
。

@
テ
l
マ
「
肱
川
流
域
の
自
然
・

景
観
」
-
発
表
平
成
八
年
一
月

・
表
彰
・
一
席
一
点
賞
金
五
万
円

・
二
席
二
点
賞
金
各
二
万
円

・
三
席
三
点
賞
金
各
一
万
円

・
入
賞
五
点
賞
金
各
五
千
円

・
佳
作
数
点
記
念
品

-
応
募
先
(
お
問
い
合
わ
せ
)

千
七
九
五
大
洲
市
大
洲
六
九

O

番
地
の
一
大
洲
市
役
所
企
画
調

整
課
内
肱
川
流
域
開
発
促
進
協
議

会
事
務
局
肱
川
流
域
フ
ォ
ト
コ
ン

テ
ス
ト
係
ま
で
。

平成 7年10月 2日
Jえわカ込

第 109号

児
童
手
当

児
童
特
別

当

児
童
手
当
は
、
児
童
を
養
育
し

て
い
る
人
に
手
当
を
支
給
す
る
こ

と
に
よ
り
、
家
庭
に
お
け
る
生
活

の
安
定
と
次
代
の
社
会
を
担
う
児

童
の
健
全
な
育
成
及
び
資
賞
の
向

上
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

又
、
支
給
の
対
象
は
三
歳
未
満

の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
人
で

す
。
第
一
子
、
第
二
子
は
月
額
五

千
円
、
第
三
子
以
降
は
月
額
一
万

円
で
す
。

児
童
扶
養
手
当
は
、
父
親
と
生

活
が
同
一
で
な
い
児
童
が
育
成
さ

れ
る
家
庭
生
活
の
安
定
と
自
立
を

促
進
す
る
た
め
、
児
童
扶
養
手
当

を
支
給
す
る
こ
と
に
よ
り
、
児
童

の
福
祉
の
増
進
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

特
別
児
童
扶
養
手
当
は
精
神
又

は
、
身
体
に
障
害
を
有
す
る
児
童

に
つ
い
て
手
当
を
支
給
す
る
こ
と

に
よ
り
、
障
害
児
の
福
祉
の
増
進

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す。
詳
し
く
お
知
り
に
な
り
た
い
方

は
、
お
気
軽
に
役
場
福
祉
課
ま
で

ご
連
絡
下
さ
い
。
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緑

色
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れ

ば

や

や
老
い
し
五
墨
守
も
生
き
い
き
と
す
る
国
井
ミ
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キ

〉

い
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風
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被

害
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き

今

朝

は

恵

み

の

雨

巴

十

時
芽
生
え
し
野
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畑
め
ぐ
り
見
て
お
り
上
林
ヨ
シ
子
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関
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教
繁
一
紘
一
紙
一
一
一
義
援
制

同
和
対
策
基
本
法

(
仮
称
)
案
と
は

「
同
対
審
」
答
申
が
出
さ
れ

て
以
降
、
二
十
数
年
間
を
ふ
り

返
っ
て
み
て
、
得
ら
れ
た
三
番

目
の
成
果
と
し
て
は
、
部
落
問

題
解
決
に
取
り
組
む
人
々
の
輪

が
拡
が
っ
て
き
て
い
る
と
い
う

点
で
す
。
特
に
注
目
す
べ
き
点

は
、
民
間
の
企
業
や
宗
教
者
、

更
に
大
学
の
関
係
者
に
ま
で
、

そ
の
輪
の
拡
が
り
を
み
せ
て
い

る
こ
と
で
す
。

例
え
ば
、
企
業
で
は
「
同
和
問 一

¥
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副
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五
回
ふ
盟
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宮

山
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×

ゆ

¥

百

三

題
企
業
連
絡
会
」
宗
教
者
で
は
「
同

和
問
題
に
取
り
組
む
宗
教
教
団
連

帯
会
議
」
大
学
で
は
「
全
国
大
学

同
和
教
育
研
究
協
議
会
」
等
で
す
。

ま
た
、
「
基
本
法
」
中
央
実
行

委
員
会
の
会
長
は
、
浄
土
真
宗
本

願
寺
派
大
谷
光
真
門
主
と
曹
洞
宗

宮
崎
変
保
管
長
で
あ
り
、
日
本
労

働
組
合
総
連
合
会
が
、
と
の
「
基

本
法
」
中
央
実
行
委
員
に
参
加
し

て
い
ま
す
。

成
果
の
第
四
点
目
は
、
部
落
問

題
解
決
に
向
け
た
諸
施
策
が
い
わ

ば
「
突
破
口
」
と
な
っ
て
一
切
の

差
別
撤
廃
に
向
け
た
気
運
が
大
き

く
高
ま
っ
て
き
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
す
。
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見
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す
お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す
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例
え
ば
、
現
在
、
日
本
に
は

千
百
の
大
学
が
葎
在
し
て
い
ま

す
が
、
そ
の
う
ち
三
百
五
(
二

十
七
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
)
で
、

部
落
問
題
に
関
す
る
何
ら
か
の
路

講
義
が
開
設
さ
れ
て
い
ま
す
世

が
、
一
度
、
大
学
に
お
い
て
部

落
問
題
に
関
す
る
講
義
が
開
設

さ
れ
る
と
、
こ
れ
が
「
突
破
口
」

と
な
っ
て
、
民
族
差
別
の
問
題

や
障
害
者
差
別
の
問
題
、
吏
に

は
、
女
性
差
別
の
問
題
に
関
す

る
講
義
を
開
設
す
る
大
学
が

徐
々
に
増
え
て
き
て
い
る
と
い

う
状
、
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。
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